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疫
神
を
感
ぜ
し
め
た
も
の 

―
―

朗
詠｢

隴
山
雲
暗
～｣

句
注
の
説
話
に
つ
い
て―

―
 

 

福 

島 
 

尚 
 

 

 

 

疫
神
、｢

隴
山
雲
暗
～｣

句
に
感
ず 

秀
句
が
疫
神
を
感
ぜ
し
め
て
、
そ
の
作
者
の
家
の
者
が
病
を
免
れ

た
と
い
う
話
が
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の｢
江
注｣

（
伊
藤
正
義
・
黒

田
彰
・
三
木
雅
博 

編
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
大
学
堂
書
店
に

よ
る
。
但
し
引
用
に
当
た
っ
て
手
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）
に
見
え

る
、 

隴
山
雲
暗
。
李
将
軍
之
在
家
。（
隴
山
雲
暗
し
、
李
将
軍
が
家
に

在
る
） 

潁
水
浪
閑
。
蔡
征
虜
之
未
仕
。（
潁
水
浪
閑
な
り
、
蔡
征
虜
が
未

だ
仕
へ
ざ
る
） 

と
い
う
、｢

将
軍｣

の
部
立
に
あ
る
、
菅
三
品
（
菅
原
文
時
）
の
句
に
付

さ
れ
た
、 

或
人
夢
行
疫
神
依
此
句
不
行
於
文
時
家
云
々
（
或
る
人
の
夢
に
、

行
疫
神
、
此
の
句
に
よ
り
て
文
時
の
家
に
行
か
ず
と
う
ん
ぬ
ん
） 

と
い
う
注
説
で
あ
る
。｢

隴
山
雲
暗
～｣

の
句
は
、｢

江
注｣

の
出
典
注
記

に｢

清
慎
公
辞
大
将
状｣

と
あ
る
と
お
り
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
五｢

表
下 

附
辞
状｣

に
見
え
る
、
天
暦
九
年
九
月
十
七
日
付
け｢

為
清
慎
公
請
罷

左
近
衛
大
将
状｣

中
の
句
で
あ
る
。 

こ
の
注
説
は
、
大
江
匡
房
の
言
談
録
『
江
談
抄
』
が
類
纂
方
式
に
改

編
さ
れ
て
類
聚
本
『
江
談
抄
』
と
な
る
際
に
、｢

第
六 

長
句
事｣

に
、

前
出
の
朗
詠
句
と
と
も
に
ほ
ぼ
同
文
的
に
取
り
込
ま
れ
た
（
黒
田
彰

『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
和
泉
書
院
・
昭
和
六
十
二
年
所
収
、

｢

江
談
抄
と
朗
詠
江
注｣

参
照
）
が
、
以
降
の
朗
詠
注
（
伊
藤
正
義
・
黒

田
彰
・
三
木
雅
博 

編
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
大
学
堂
書
店
に

よ
る
。
但
し
引
用
に
当
た
っ
て
手
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、

朗
詠
注
の
系
統
分
類
等
は
、
黒
田
彰
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』

和
泉
書
院
・
昭
和
六
十
二
年
所
収
、｢

室
町
以
前
〈
朗
詠
注
〉
書
誌
稿｣

参
照
）
の
世
界
で
も
、 
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物
語
云
、
円
融
院
ノ
御
時
ニ
ヤ
、
疫
神
発
シ
テ
、
天
下
ニ
流
行
ス
。

或
人
ノ
夢
ニ
、
疫
神
数
十
騎
、
路
ヲ
往
還
ス
。
文
時
三
位
ノ
門
ニ

止
テ
、
入
ン
ト
ス
。
其
中
ニ
、
主
ト
思
キ
神
ノ
云
用
ハ
、
隴
山
雲

暗
、
李
将
軍
ノ
在
家
ト
云
リ
。
カ
ヽ
ル
名
句
書
タ
ル
、
菅
三
品
ノ

家
ニ
、
争
カ
入
ル
ベ
キ
ト
テ
、
透
リ
ケ
レ
バ
、
残
者
モ
皆
過
ユ
ク
。

 

（
書
陵
部
本
系
『
書
陵
部
本 

朗
詠
抄
』） 

物
語
云
、
円
融
院
ノ
御
時
ニ
ヤ
、
疫
神
発
テ
、
天
下
ニ
流
行
ス
。

或
人
、
夢
ニ
疫
神
数
十
騎
、
京
ノ
大
路
ヲ
往
反
ス
。
文
時
ノ
三
位

ノ
門
ニ
至
テ
、
勢
既
ニ
入
ラ
ン
ト
ス
。
其
中
ニ
、
主
神
ト
思
シ
キ

ガ
、
高
ラ
カ
ニ
云
ク
、
隴
山
雲
暗
等
ト
、
カ
ヽ
ル
明
句
書
タ
ル
菅

三
品
ガ
家
也
。
争
カ
情
ケ
無
フ
入
ル
ベ
キ
ト
テ
、
ト
ヲ
リ
ケ
レ
バ
、

残
リ
ノ
神
共
、
同
ク
過
ケ
リ
ト
云
々
。 

 

（
書
陵
部
本
系
『
広
島
大
学
本 

和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
） 

物
語
云
、
天
下
大
疫
ノ
年
、
或
人
ノ
夢
ニ
、
行
疫
神
ト
ヲ
ボ
シ
ク

テ
、
数
十
騎
、
文
時
ノ
三
（
位
）
ノ
家
ニ
打
入
ラ
ン
ト
ス
。
其
ノ

中
ニ
、
大
将
軍
ト
ヲ
ボ
シ
キ
物
、
此
家
主
ハ
、
隴
山
雲
暗
ト
云
詩

ヲ
作
レ
ル
人
也
。
何
、
無
情
打
入
ト
云
テ
、
打
ト
ヲ
リ
ケ
ル
。
其

ノ
年
、
文
時
ノ
三
位
ノ
家
ニ
、
疫
難
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
此
夢
、
実
ト

也
。
彼
ノ
小
野
宮
ノ
関
白
清
慎
公
ノ
大
将
ヲ
辞
シ
給
シ
時
ノ
表

也
。 

（
見
聞
系
『
国
会
図
書
館
本 

和
漢
朗
詠
注
』
） 

の
よ
う
に
、
あ
る
種
の
系
統
の
注
説
中
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、『
十
訓
抄
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
片
仮
名
本
に
よ
っ
て
、
私
に

整
定
す
る
）・『
古
今
著
聞
集
』（
中
島
悦
次
校
注
の
角
川
文
庫
本
に
よ

る
）
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
見
え
る
。 

世
中
ニ
ヨ
心
チ
ヲ
コ
リ
テ
遁
人
少
ナ
カ
リ
ケ
ル
比
、
菅
三
位
家

ノ
前
ニ
、
ヨ
ロ
ヘ
ル
タ
グ
ヒ
数
十
騎
ウ
ツ
立
テ
イ
ラ
ン
ズ
ル
気

色
ナ
ル
ニ
、
其
中
ノ
主
人
ト
オ
ボ
シ
キ
人
云
、｢

隴
山
雲
暗
ト
カ

ケ
ル
ハ
此
家
主
ゾ
カ
シ
。
争
カ
ナ
サ
ケ
ナ
カ
ル
ベ
キ｣

ト
テ
打
過

ヌ
ト
、
人
ノ
夢
ニ
見
エ
タ
リ
ケ
リ
。
サ
テ
其
家
中
ニ
ハ
、
ア
ヤ
シ

ノ
下
人
ニ
至
マ
デ
、
ツ
ツ
ガ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
彼
句
ハ
清
慎
公
ノ
大

将
ヲ
辞
給
ケ
ル
時
ノ
表
ノ
文
ナ
リ
。 

 

隴
山
雲
暗
李
将
軍
之
在
家 

 

潁
水
浪
閑
蔡
征
虜
之
未
仕 

 

（『
十
訓
抄
』
一
〇―

七
） 

い
づ
れ
の
年
に
か
、
天
下
に
疫
病
は
や
り
た
り
け
る
に
、
或
人
の

夢
に
、
文
時
三
品
の
家
の
ま
へ
を
お
そ
ろ
し
げ
な
る
鬼
神
ど
も

み
な
拝
し
て
と
を
り
け
る
を
、｢

あ
れ
は
な
に
と
い
ふ
こ
と
に
て
、

か
く
は
、
か
し
こ
ま
る
ぞ｣

と
と
ひ
け
れ
ば
、｢

隴
山
雲
晴
、
李
将

軍
之
在
家
と
つ
く
り
た
る
人
の
家
を
ば
、
い
か
で
か
、
た
だ
無
礼

に
て
過
べ
き｣

と
こ
た
へ
け
り
。
鬼
神
は
心
た
し
か
に
て
、
か
く

礼
儀
も
ふ
か
き
に
よ
り
て
、
文
を
も
う
や
ま
ふ
に
こ
そ
。
一
道
に

長
た
る
人
は
、
む
か
し
も
い
ま
も
、
か
や
う
の
ふ
し
ぎ
お
ほ
く
侍

り
。 

 

（『
古
今
著
聞
集
』
文
学
第
五
） 
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『
十
訓
抄
』
と
『
古
今
著
聞
集
』
と
の
間
に
は
直
接
の
書
承
関
係
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
が
、
朗
詠
注
に
見
ら
れ
る｢

物
語｣

と
比
較
し
て
み
る

と
、
少
な
く
と
も
『
十
訓
抄
』
所
収
話
と
朗
詠
注
の｢

物
語｣

と
の
類
同

度
は
高
く
、『
十
訓
抄
』
所
収
話
は
、
朗
詠
注
の
世
界
か
ら
出
て
き
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

疫
神
が
秀
句
に
感
ず
る
と
い
う
発
想
を
支
え
る
も
の 

前
節
で
は
、｢

隴
山
雲
暗
～｣
の
句
が
疫
神
を
感
ぜ
し
め
て
、
そ
の
作

者
菅
三
品
の
家
の
者
が
病
を
免
れ
た
と
い
う
、
秀
句
の
徳
を
語
る
話

の
伝
承
状
況
を
み
た
。
本
節
で
は
、
疫
神
が
秀
句
に
感
ず
る
と
い
う
、

こ
の
説
話
の
発
想
の
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

そ
の
大
本
と
な
る
の
は
、「
毛
詩
序
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
該

当
部
分
を
、『
文
選
』（
李
善
注
本
）
の
本
文
で
示
す
と
、 

詩
者
、
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
、
發
言
為
詩
。
情
動
於
中
而
形

於
言
。
言
之
不
足
。
故
嗟
嘆
之
。
嗟
嘆
之
不
足
、
故
永
歌
之
。
永

歌
之
不
足
、
不
知
手
之
舞
之
、
足
之
蹈
之
也
。
情
發
於
聲
、
聲
成

文
。
謂
之
音
。
治
世
之
音
安
以
樂
。
其
政
和
。
亂
世
之
音
怨
以
怒
。

其
政
乖
。
亡
國
之
音
哀
以
思
。
其
民
困
。
故
正
得
失
、
動
天
地
、

感
鬼
神
、
莫
近
於
詩
。
先
王
以
是
經
夫
婦
、
成
孝
敬
、
厚
人
倫
、

美
教
化
、
移
風
俗
。（
詩
は
、
志
の
之
く
所
な
り
。
心
に
在
る
を

志
と
為
し
、
言
に
發
す
る
を
詩
と
為
す
。
情
、
中
に
動
き
て
言
に

形
は
る
。
之
を
言
ひ
て
足
ら
ず
。
故
に
之
を
嗟
嘆
す
。
之
を
嗟
嘆

し
て
足
ら
ず
、
故
に
之
を
永
歌
す
。
之
を
永
歌
し
て
足
ら
ず
、
手

の
舞
ひ
、
足
の
蹈
む
こ
と
を
知
ら
ず
。
情
を
聲
に
發
し
て
、
聲
、

文
を
成
す
。
之
を
音
と
謂
ふ
。
治
世
の
音
は
安
に
し
て
以
て
樂
し
。

其
の
政
、
和
す
れ
ば
な
り
。
亂
世
の
音
は
怨
に
し
て
以
て
怒
る
。

其
の
政
、
乖
け
ば
な
り
。
亡
國
の
音
は
哀
に
し
て
以
て
思
ふ
。
其

の
民
、
困
し
め
ば
な
り
。
故
に
得
失
を
正
し
、
天
地
を
動
か
し
、

鬼
神
を
感
ぜ
し
む
る
は
、
詩
よ
り
近
き
は
莫
し
。
先
王
、
是
を
以

て
夫
婦
を
經
し
、
孝
敬
を
成
し
、
人
倫
を
厚
く
し
、
教
化
を
美
く

し
、
風
俗
を
移
す
。） 

直
接
的
に
は
、
経
書
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る｢

詩
三
百｣

に
つ
い
て
の

言
及
だ
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
『
古
今
和
歌
集
』
の
真
名
・
仮
名
両
序

が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。 

夫
和
歌
者
託
其
根
於
心
地
、
其
花
於
詞
林
者
也
。
人
之
在
世
、
不

能
無
為
。
思
慮
易
遷
、
哀
楽
相
変
。
感
生
於
志
、
詠
形
於
言
。
是

以
逸
者
其
声
楽
、
怨
者
其
吟
悲
。
可
以
述
懐
、
可
以
発
憤
。
動
天

地
、
泣
鬼
神
、
化
人
倫
、
和
夫
婦
、
莫
宜
於
和
哥
。（
夫
れ
和
歌

は
其
の
根
を
心
地
に
託
け
、
其
の
花
を
詞
林
に
発
く
者
な
り
。
人

の
世
に
在
る
や
、
無
為
な
る
こ
と
能
は
ず
。
思
慮
遷
り
易
く
、
哀

楽
相
変
ず
。
感
は
志
に
生
り
、
詠
は
言
に
形
は
る
。
是
を
以
つ
て
、

逸
せ
る
者
は
其
の
声
楽
し
み
、
怨
ぜ
る
者
は
其
の
吟
悲
し
む
。
以

ち
て
懐
ひ
を
述
ぶ
べ
く
、
以
ち
て
憤
り
を
発
す
べ
し
。
天
地
を
動
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か
し
、
鬼
神
を
泣
か
し
め
、
人
倫
を
化
し
、
夫
婦
を
和
ぐ
る
こ
と
、

和
哥
よ
り
宜
し
き
は
莫
し
。
） 

や
ま
と
う
た
は
、
人
の
心
を
種
と
し
て
、
万
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ

り
け
る
。
世
の
中
に
あ
る
人
、
こ
と
わ
ざ
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心

に
思
ふ
こ
と
を
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
つ
け
て
、
言
ひ
出
せ
る

な
り
。
花
に
鳴
く
鴬
、
水
に
住
む
蛙
の
声
を
聞
け
ば
、
生
き
と
し

生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
歌
を
詠
ま
ざ
り
け
る
。
力
を
も
入
れ
ず

し
て
天
地
を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思
は

せ
、
男
女
の
中
を
も
和
ら
げ
、
猛
き
武
士
の
心
を
も
慰
む
る
は
歌

な
り
。 

こ
こ
に
い
う｢

鬼
神｣

と
は
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
附
注

に
よ
れ
ば
、
漢
語
と
し
て
は｢

霊
魂
・
神
霊
の
意｣
（
淮
南
子
・
説
林
「
鬼

神
之
貌
。
不
著
於
目
」）
で
、
そ
の
訓
読
語
が
「
お
に
か
み
」
で
あ
る

と
い
う
。 

こ
れ
ら
か
ら
、｢

感
鬼
神
（
莫
近
於
詩
）｣

「
泣
鬼
神
（
～
莫
宜
於
和

哥
）
」「
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思
は
せ
」
の
部
分
を
断
章
取

義
し
て
、
「
鬼
神
」
を
日
本
風
の
「
鬼
（
お
に
）
」
や
「
神
（
か
み
）
」

に
拡
大
解
釈
し
、
そ
れ
が
「
詩
」
や
「
和
歌
」
に
限
ら
な
い
文
章
・
文

芸
の
効
用
で
あ
る
と
拡
大
解
釈
す
れ
ば
、
疫
神
が
秀
句
に
感
ず
る
と

い
う
、
こ
の
説
話
の
発
想
は
容
易
に
導
き
出
せ
る
。 

｢

隴
山
雲
暗
～｣

の
句
は
、
左
大
臣
小
野
宮
実
頼
が
左
近
衛
大
将
を

辞
す
こ
と
を
請
う
「
辞
状
」（
『
本
朝
文
粹
』
巻
五
所
収
、
岩
波
新
日
本

古
典
文
学
大
系
本
の
作
品
番
号
一
四
〇
）
に
あ
る
句
で
あ
る
。
在
任
の

官
職
を
辞
す
る
と
き
に
は
天
皇
に
三
度
「
辞
表
」（
書
式
に
定
型
あ
り
）

を
奉
る
。
形
式
上
そ
の
「
辞
表
」
よ
り
や
や
略
式
な
の
が
「
辞
状
」
。

実
用
の
文
章
で
あ
る
が
、『
本
朝
文
粹
』
に
み
る
文
章
の
基
本
は
駢
儷

文
で
あ
り
、
そ
の
中
の
対
句
の
巧
拙
に
よ
っ
て
作
品
が
評
価
さ
れ
る

も
の
な
の
で
、「
毛
詩
序
」
や
『
古
今
和
歌
集
』
の
真
名
・
仮
名
両
序

の
「
詩
」
や
「
和
歌
」
に
代
え
て｢

隴
山
雲
暗
～｣

の
秀
句
を
措
き
、
そ

れ
が
「
鬼
（
お
に
）」
や
「
神
（
か
み
）」
の
類
の
疫
神
を
感
ぜ
し
め
る

と
い
う
発
想
の
も
と
に
本
説
話
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。 

前
節
に
見
た
『
十
訓
抄
』「
第
十 

可
庶
幾
才
芸
事
」
所
収
話
は
、
一

〇―

六
（『
十
訓
抄
』
の
篇
段
番
号
は
石
橋
尚
宝
『
十
訓
抄
詳
解
』
の

そ
れ
に
よ
る
）
か
ら
始
ま
り
一
〇―

九
ま
で
続
く
一
連
の
漢
詩
文
の

句
に
神
や
鬼
が
感
応
す
る
諸
話
題
の
一
つ
で
あ
り
、
該
書
で
は
引
き

続
い
て
、
一
〇―

一
〇
か
ら
一
〇―

一
六
ま
で
、
概
ね
和
歌
に
神
が
感

応
す
る
諸
話
題
が
記
さ
れ
て
、
そ
の
後
に
、 

チ
カ
ラ
ヲ
モ
不
入
シ
テ
天
地
ヲ
ウ
ゴ
カ
シ
、
目
ニ
見
エ
ヌ
鬼
神

ヲ
モ
哀
ト
思
ハ
ス
ト
、
古
今
集
ノ
序
ニ
カ
カ
レ
タ
ル
ハ
、
是
等
ノ

類
也
。
カ
ヤ
ウ
ノ
事
ア
マ
タ
ア
レ
ド
モ
、
サ
ノ
ミ
ハ
ナ
レ
バ
耳
近

キ
バ
カ
リ
ヲ
シ
ル
ス
。 

と
あ
る
こ
と
も
、
先
述
し
た
よ
う
な
解
釈
が
成
り
立
つ
こ
と
の
傍
証

と
な
る
。 
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 ｢

隴
山
雲
暗
～｣

句
の
秀
句
た
る
所
以 

｢

隴
山
雲
暗
～｣

の
句
が
疫
神
を
感
ぜ
し
め
て
そ
の
作
者
菅
三
品
の

家
の
者
が
病
を
免
れ
た
と
い
う
説
話
が
、
そ
の
秀
句
へ
の
疫
神
の
感

応
を
語
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
当
該
句
の
何
が
ど
の
よ
う
に
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。 

当
該
句
の
出
所
で
あ
る｢
為
清
慎
公
請
罷
左
近
衛
大
将
状｣

は
次
の

通
り
（
新
訂
增
補
國
史
大
系
『
本
朝
文
粹
』
を
底
本
に
柿
村
重
松
『
本

朝
文
粹
註
釋
』
を
参
考
に
し
て
、
浦
木
裕
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
電
子

テ
キ
ス
ト
に
よ
り
引
用
。
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
参
照
し

て
私
に
本
文
を
改
め
た
部
分
が
あ
る
）。 

右
、
臣
某
竊
以
、
近
衛
大
將
者
、
分
閫
之
重
任
、
絕
席
之
崇
班
。

鋭
氣
過
人
、
乃
可
率
三
軍
之
貔
豹
、
威
風
振
世
、
乃
可
掃
萬
里
之

煙
塵
。
臣
略
非
孫
呉
、
軄
是
周
衛
。
謬
以
相
將
之
胤
、
叨
歷
左
右

之
勤
。
帷
帳
無
籌
、
何
高
枕
於
幕
府
。
車
甲
難
練
、
寧
緩
帶
於
轅

門
。
顧
鶴
列
而
心
慙
、
杖
龍
節
而
魂
懾
。
是
以
苦
凝
丹
祈
、
頻
上

白
䟽
。
慰
喻
之
旨
、
前
後
徒
深
、
撝
挹
之
懷
、
歳
月
未
遂
。
虛
受

差
久
、
已
逢
秋
霜
之
十
八
迴
、
妄
授
不
休
、
無
堪
春
冰
之
數
百
步
。

況
齒
髮
早
衰
、
筋
力
漸
盡
。
警
巡
之
日
蓋
少
、
歸
休
之
夕
猶
多
。

暫
趨
紫
庭
、
疲
如
遠
征
之
卒
、
動
臥
白
屋
、
義
非
近
仗
之
臣
。
人

心
曾
不
寬
容
、
天
變
屢
以
譴
告
。
雖
欲
永
逸
、
其
可
得
乎
。
夫
仁

者
必
勇
、
股
肱
誰
非
爪
牙
、
賢
人
為
兵
、
冠
蓋
皆
是
介
冑
。
復
隴

山
雲
暗
、
李
將
軍
之
在
家
、
潁
水
波
閑
、
蔡
征
虜
之
未
仕
。
求
而

致
之
、
戎
政
自
理
。
伏
願
、
鴻
慈
罷
此
武
軄
、
俾
臣
專
優
遊
台
司

望
菀
之
間
、
俾
臣
無
留
連
星
旄
電
戟
之
下
。
不
勝
悾
款
屏
營
之
至
、

臣
某
、
誠
惶
誠
恐
、
頓
首
頓
首
、
死
罪
死
罪
。
謹
言
。 

 

天
曆
九
年
九
月
十
七
日
、
左
大
臣
正
二
位
兼
行
左
近
衛
大
將

皇
太
子
傅
臣
藤
原
朝
臣
上
表 

訓
読
す
れ
ば
、 

右
、
臣
某
竊
か
に
以
み
れ
ば
、
近
衛
の
大
將
は
、
閫
を
分
つ
の
重

任
、
席
を
絕
つ
の
崇
班
な
り
。
鋭
氣
人
に
過
ぎ
て
、
乃
ち
三
軍
の

貔
豹
を
率
ゐ
る
べ
く
、
威
風
世
に
振
ひ
て
、
乃
ち
萬
里
の
煙
塵
を

掃
ふ
べ
し
。
臣
が
略
、
孫
呉
に
あ
ら
ず
、
軄
は
是
れ
周
衛
な
り
。

謬
っ
て
相
將
の
胤
な
る
を
以
て
、
叨
に
左
右
の
勤
を
歷
た
り
。
帷

帳
籌
無
く
、
何
ぞ
枕
を
幕
府
に
高
う
せ
ん
。
車
甲
練
り
難
く
、
寧

ん
ぞ
帶
を
轅
門
に
緩
う
せ
ん
。
鶴
列
を
顧
り
み
て
心
慙
ぢ
、
龍
節

に
杖
つ
き
て
魂
懾
く
。
是
を
以
て
苦
ろ
に
丹
祈
を
凝
ら
し
、
頻
に

白
䟽
を
上
る
。
慰
喻
の
旨
、
前
後
徒
に
深
く
、
撝
挹
の
懷
ひ
、
歳

月
未
だ
遂
げ
ず
。
虛
受
差
久
し
く
、
已
に
秋
霜
之
十
八
迴
に
逢
ひ
、

妄
授
休
ま
ず
、
春
冰
の
數
百
步
に
堪
ふ
る
こ
と
無
し
。
況
ん
や
齒

髮
早
く
に
衰
へ
、
筋
力
漸
く
に
盡
く
。
警
巡
の
日
蓋
し
少
く
、
歸

休
の
夕
猶
ほ
多
し
。
暫
く
紫
庭
に
趨
き
て
、
疲
れ
た
る
こ
と
遠
征

の
卒
の
如
く
、
動
も
す
れ
ば
白
屋
に
臥
し
て
、
義
近
仗
の
臣
に
あ



- 11 - 

 

ら
ず
。
人
心
曾
て
寬
容
せ
ず
、
天
變
屢
以
て
譴
告
す
。
永
く
逸
か

ら
ん
と
欲
す
る
と
雖
ど
も
、
其
れ
得
べ
け
ん
や
。
夫
れ
仁
者
は
必

ず
勇
あ
り
、
股
肱
誰
か
爪
牙
に
あ
ら
ざ
ら
ん
、
賢
人
は
兵
た
り
、

冠
蓋
皆
な
是
れ
介
冑
た
り
。
復
た
隴
山
雲
暗
し
、
李
將
軍
が
家
に

在
る
、
潁
水
波
閑
な
り
、
蔡
征
虜
が
未
だ
仕
へ
ざ
る
。
求
め
て
之

を
致
せ
ば
、
戎
政
自
ら
理
ま
る
。
伏
し
て
願
は
く
は
、
鴻
慈
此
の

武
軄
を
罷
め
て
、
臣
を
し
て
專
ら
台
司
望
菀
の
間
に
優
遊
せ
し

め
、
臣
を
し
て
星
旄
電
戟
の
下
に
留
連
す
る
こ
と
無
か
ら
し
め

よ
。
悾
款
屏
營
の
至
り
に
勝
へ
ず
、
臣
某
、
誠
惶
誠
恐
、
頓
首
頓

首
、
死
罪
死
罪
。
謹
み
て
言
す
。 

 

天
曆
九
年
九
月
十
七
日
、
左
大
臣
正
二
位
兼
行
左
近
衛
の
大

將
皇
大
子
傅
臣
藤
原
朝
臣
上
表
す
。 

菅
三
品
（
菅
原
文
時
。
大
江
朝
綱
と
並
び
称
さ
れ
る
文
運
隆
盛
を
極

め
た
天
暦
期
の
代
表
的
文
人
で
あ
る
）
が
、
清
慎
公
（
小
野
宮
実
頼
）

が
左
近
衛
大
將
を
辞
す
る
こ
と
を
請
う
辞
状
と
し
て
起
草
し
た
も
の

で
あ
る
。 

近
衛
大
將
の
重
責
と
実
頼
自
身
の
菲
才
、
そ
し
て
か
ね
て
か
ら
頻

り
に
辞
意
を
表
明
し
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
加
え
て
老
い
て

職
務
に
耐
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
実
頼
自
身
よ
り
も
近

衛
大
將
に
適
任
の
人
材
は
求
め
れ
ば
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
辞

任
を
許
さ
れ
た
い
旨
を
述
べ
る
駢
儷
体
の
文
章
で
あ
る
。 

問
題
の
句
は
、「
夫
れ
仁
者
は
必
ず
勇
あ
り
、
股
肱
誰
か
爪
牙
に
あ

ら
ざ
ら
ん
、
賢
人
は
兵
た
り
、
冠
蓋
皆
な
是
れ
介
冑
た
り
。
復
た
隴
山

雲
暗
し
、
李
將
軍
が
家
に
在
る
、
潁
水
波
閑
な
り
、
蔡
征
虜
が
未
だ
仕

へ
ざ
る
。
求
め
て
之
を
致
せ
ば
、
戎
政
自
ら
理
ま
る
」
、
仁
者
・
賢
人

で
あ
る
廷
臣
は
近
衛
大
將
の
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ

て
、
名
将
李
将
軍
や
蔡
征
虜
（「
李
將
軍
」
と
は
、『
史
記
』
「
李
將
軍

列
傳
第
四
十
九
」
に
見
え
る
李
廣
、「
蔡
征
虜
」
と
は
、『
後
漢
書
』「
銚

期
王
霸
祭
遵
列
傳
第
十
」
に
見
え
る
祭
遵
の
こ
と
）
も
世
に
出
な
い
で

い
た
時
期
が
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
そ
の
よ
う
な
人
物
で
現
在
世
に

顕
れ
て
い
な
い
者
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
探
し
て
任
ず
れ
ば

近
衛
大
將
の
任
で
あ
る
「
戎
政
」（
軍
政
）
は
自
ず
と
お
さ
ま
る
の
だ
、

と
述
べ
る
部
分
に
で
て
く
る
も
の
で
あ
る
。 

『
本
朝
文
粹
』
を
中
心
と
し
た
平
安
時
代
の
駢
儷
文
に
つ
い
て
は
、

大
曽
根
章
介
『
日
本
漢
文
学
論
集
』
第
一
巻
（
汲
古
書
院
・
一
九
九
八

年
）
や
『
王
朝
漢
文
学
論
攷
』（
岩
波
書
店
・
一
九
九
四
年
）
所
収
の

文
体
・
文
章
に
関
わ
る
所
論
、
ま
た
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本

『
本
朝
文
粹
』
「
解
説
」
の
「
七 

文
章
」
に
記
述
が
備
わ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
参
照
し
て
、｢

隴
山
雲
暗
～｣

句
の
秀
句
た
る
所
以
を
考
え

て
み
る
。 

大
曽
根
「
平
安
時
代
に
お
け
る
四
六
駢
儷
文
」（
『
日
本
漢
文
学
論
集
』

第
一
巻
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
駢
儷
文
の
特
徴
は
、 

（
一
）
四
字
及
び
六
字
の
句
を
中
心
に
し
て
文
章
が
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と 
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（
二
）
音
律
の
調
和
が
と
れ
て
い
る
こ
と 

（
三
）
表
現
の
上
で
種
々
の
技
巧
が
凝
さ
れ
て
い
る
こ
と 

（
四
）
典
拠
あ
る
詞
句
を
頻
繁
に
用
い
、
華
美
流
麗
な
文
章
で
あ
る

こ
と 

に
あ
り
、
そ
し
て
駢
儷
文
の
主
眼
は
、
前
後
の
文
辞
が
対
称
を
成
す
こ

と
に
よ
っ
て
醸
し
出
す
文
章
の
調
和
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
当
時
の
文
章
に
お
い
て
は
、
隔
句
対
が
そ
の
中
心
を
な

し
て
い
る
と
い
う
。 

『
作
文
大
体
』
に
は
、
隔
句
対
を
（
句
の
上
下
の
字
数
に
よ
っ
て
）

分
類
し
て
次
の
よ
う
に
い
い
、
次
に
六
体
の
例
を
列
挙
す
る
。 

有
六
体
。
軽
重
疎
密
平
雑
也
。
軽
重
為
最
、
密
次
之
、
平
雑
次
之
。

六
体
同
可
調
平
他
声
。（
六
体
有
り
。
軽
・
重
・
疎
・
密
・
平
・

雑
な
り
。
軽
重
最
と
為
し
、
疎
密
之
に
次
ぎ
、
平
雑
之
に
次
ぐ
。

六
体
同
じ
く
平
他
の
声
を
調
ふ
べ
し
。） 

 
 

｢

隴
山
雲
暗
～｣

句
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、 

隴
山
雲
暗
、
李
將
軍
之
在
家
、 

潁
水
波
閑
、
蔡
征
虜
之
未
仕 

は
、
上
が
「
隴
山
雲
暗
」
、「
潁
水
波
閑
」
と
四
字
句
、
下
が
「
李
將
軍

之
在
家
」
、「
蔡
征
虜
之
未
仕
」
と
六
字
句
で
、「
上
四
下
六
」
の
「
軽

隔
句
」
の
対
に
な
っ
て
い
る
。
成
簣
堂
文
庫
本
・
群
書
類
従
本
『
作
文

大
体
』
で
は
、｢

隴
山
雲
暗
～｣

句
を
「
軽
隔
句
」
の
例
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。「
可
調
平
他
声
（
平
他
の
声
を
調
ふ
べ
し
）」
と
い
う
点
に
つ
い

て
言
え
ば
、
二
重
傍
線
を
付
し
た
「
家
・
閑
」
の
漢
字
音
が
平
声
の
ア

ク
セ
ン
ト
、
傍
線
を
付
し
た
「
暗
（
去
声
）・
仕
（
上
声
）
」
の
漢
字
音

が
他
声
（
仄
声
）
の
ア
ク
セ
ン
ト
、
駢
儷
文
の
対
句
に
お
け
る
、
第
一

句
と
第
四
句
、
第
二
句
と
第
三
句
の
末
尾
の
字
の
平
仄
を
同
じ
に
し

て
声
律
を
整
え
る
作
法
に
か
な
っ
て
い
る
。 

大
曽
根
に
よ
れ
ば
、『
作
文
大
体
』（
成
簣
堂
文
庫
本
・
東
山
文
庫
本
）

の
「
諸
句
体
」
の
項
目
に
、
隔
句
対
の
各
句
型
の
例
句
を
挙
げ
た
上
で

「
已
上
隔
句
其
体
甚
多
。
然
而
世
之
所
用
大
略
不
可
過
斯
也
。
但
前
隔

句
中
、
以
上
四
下
六
・
上
六
下
四
之
句
、
可
為
最
」（
已
上
、
隔
句
其

体
甚
だ
多
し
。
然
れ
ど
も
世
の
用
ゐ
る
所
、
大
略
斯
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。

但
し
前
の
隔
句
の
中
、
上
四
下
六
・
上
六
下
四
の
句
を
以
て
、
最
と
為

す
べ
し
）
と
あ
っ
て
、
種
々
の
隔
句
対
の
中
で
軽
隔
句
と
重
隔
句
（
上

六
字
下
四
字
の
句
）、
即
ち
四
字
と
六
字
の
句
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
も
の
が
最
高
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
軽
隔

句
」
で
あ
る｢

隴
山
雲
暗
～｣

句
は
、
最
高
と
さ
れ
る
隔
句
対
の
範
疇
に

入
る
わ
け
で
あ
る
。 

｢

隴
山
雲
暗
～｣

句
は
、
前
掲
の
駢
儷
文
の
要
件
の
（
一
）（
二
）
を

満
た
し
て
い
る
。 

次
に
（
三
）
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、（
四
）
に
関
係
す
る
、｢

隴
山

雲
暗
～｣

句
の
踏
ま
え
る
典
故
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

「
李
將
軍
」
と
は
、『
史
記
』「
李
將
軍
列
傳
第
四
十
九
」
に
見
え
る

李
廣
、
「
蔡
征
虜
」
と
は
、
『
後
漢
書
』
「
銚
期
王
霸
祭
遵
列
傳
第
十
」
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に
見
え
る
祭
遵
の
こ
と
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
幼
学
書
『
蒙
求
』
に
そ

の
名
の
見
え
る
人
物
で
あ
る
。 

李
廣
は
「
李
廣
成
蹊
」
。
古
註
（
池
田
利
夫
編
『
蒙
求
古
註
集
成
』

汲
古
書
院
所
収
の
台
湾
故
宮
博
物
院
本
影
印
に
よ
る
）
に
は
、 

史
記
。
李
廣
隴
西
成
紀
人
。
世
々
愛
〔
「
愛
」
ハ
「
受
」
ノ
誤
写

カ
〕
射
。
累
戦
遷
将
軍
。
太
史
公
曰
。
余
覩
李
將
軍
。
恂
恂
如
鄙

人
。
口
不
能
道
辭
。
及
死
之
日
、
天
下
知
與
不
知
、
皆
盡
書
〔
「
書
」

ハ
衍
カ
〕
爲
哀
。
其
忠
實
心
、
誠
成
〔「
成
」
ハ
衍
カ
〕
信
於
士

大
夫
也
。
諺
曰
、
桃
李
不
言
下
自
成
蹊
。
此
言
雖
小
可
以
喩
大
。

廣
父
爲
虎
所
死
。
廣
猿
臂
射
。
見
草
中
石
以
爲
虎
。
遂
射
之
没
羽
。

更
射
之
、
終
不
能
没
石
也
。
（
史
記
。
李
廣
は
隴
西
成
紀
の
人
。

世
々
射
を
愛
す
〔
「
愛
」
ハ
「
受
」
ノ
誤
写
カ
〕
。
累
戦
し
て
将
軍

に
遷
る
。
太
史
公
曰
く
、「
余
李
將
軍
を
覩
る
に
、
恂
恂
と
し
て

鄙
人
の
如
し
。
口
、
道
辭
す
る
能
は
ず
。
死
に
及
ぶ
の
日
、
天
下

知
る
と
知
ら
ざ
る
と
、
皆
盡
く
書
し
て
〔
「
書
」
ハ
衍
カ
〕
為
に

哀
れ
む
。
其
の
忠
實
な
る
心
、
誠
に
信
を
士
大
夫
に
成
す
〔
「
成
」

ハ
衍
カ
、
ト
ス
レ
バ
「
信
於
士
大
夫
也
」
ハ
「
士
大
夫
に
信
ぜ
ら

る
」
ト
訓
ム
〕。
諺
に
曰
は
く
、『
桃
李
言
は
ざ
れ
ど
も
下
自
か
ら

蹊
を
成
す
』
と
、
此
の
言
小
な
り
と
雖
ど
も
以
て
大
に
喩
ふ
べ
し
」

と
。
廣
の
父
、
虎
の
死
（
こ
ろ
）
す
所
と
為
る
。
廣
猿
臂
も
て
射

る
。
草
中
の
石
を
見
て
虎
と
以
為
（
お
も
）
ふ
。
遂
に
之
を
射
て

羽
を
没
す
。
更
に
之
を
射
る
に
、
終
に
石
に
没
す
る
こ
と
能
は
ざ

る
な
り
。
） 

と
あ
る
。
李
廣
は
、
文
帝
・
武
帝
の
時
代
に
度
々
対
匈
奴
戦
に
出
撃
し

て
そ
の
勇
名
を
馳
せ
て
い
た
が
、
元
狩
四
年
の
出
撃
時
に
道
に
迷
っ

て
会
期
に
遅
れ
た
責
め
を
負
い
、
部
下
を
助
け
る
た
め
に
自
剄
し
て

死
ん
で
い
る
。 

祭
遵
は
、「
祭
遵
布
被
」
。「
蔡
」
は
「
祭
」
が
正
し
い
が
、
本
邦
古

鈔
の
『
蒙
求
』
に
は
「
蔡
」
に
作
る
も
の
が
あ
る
。
古
註
（
池
田
利
夫

編
『
蒙
求
古
註
集
成
』
汲
古
書
院
所
収
の
台
湾
故
宮
博
物
院
本
影
印
に

よ
る
）
に
は
、「
蔡
遵
布
被
」
と
あ
っ
て
、
註
に
「
東
観
漢
記
。
蔡
遵

奉
公
、
賞
賜
輙
与
士
卒
。
家
无
私
財
。
身
衣
布
袴
、
卧
布
被
。
夫
人
裳
、

不
加
縁
之
。（
東
観
漢
記
。
蔡
遵
公
に
奉
じ
て
、
賞
賜
輙
ち
士
卒
に
与

ふ
。
家
に
私
財
無
し
。
身
に
布
袴
を
衣
、
布
被
に
卧
す
。
夫
人
の
裳
、

之
に
縁
を
加
へ
ず
）」
と
あ
る
。 

後
漢
光
武
帝
（
劉
秀
）
の
創
業
時
に
仕
え
た
将
軍
で
、「
雲
台
二
十

八
将
」
の
九
位
に
序
せ
ら
れ
る
功
臣
。『
後
漢
書
』
祭
遵
伝
に
は
、「
潁

川
潁
陽
人
也
。
少
好
經
書
。
家
富
給
、
而
遵
恭
儉
、
惡
衣
服
（
潁
川
潁

陽
の
人
な
り
。
少
く
し
て
經
書
を
好
む
。
家
富
給
な
れ
ど
も
、
遵
、
恭

儉
に
し
て
衣
服
を
悪
む
）
」、「
建
武
二
年
春
、
拜
征
虜
將
軍
、
定
封
潁

陽
侯
（
建
武
二
年
春
、
征
虜
將
軍
を
拜
し
、
定
め
て
潁
陽
侯
に
封
ぜ
ら

る
）
」、「
遵
為
人
廉
約
小
心
、
克
己
奉
公
、
賞
賜
輒
盡
與
士
卒
。
家
無

私
財
、
身
衣
韋
恊
、
布
被
。
夫
人
裳
不
加
緣
。
帝
以
是
重
焉
。
及
卒
、

愍
悼
之
尤
甚
。（
遵
の
人
と
為
り
、
廉
約
小
心
、
克
己
し
て
公
に
奉
じ
、
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賞
賜
輙
ち
盡
く
士
卒
に
與
ふ
。
家
に
私
財
無
し
。
身
に
韋
恊
・
布
被
を

衣
る
。
夫
人
の
裳
、
緣
を
加
へ
ず
。
帝
是
を
以
て
重
ん
ず
。
卒
す
る
に

及
び
、
之
を
愍
悼
す
る
こ
と
尤
も
甚
し
）
」、「
帝
每
歎
曰
『
安
得
憂
國

奉
公
之
臣
如
祭
征
虜
者
乎
』。
遵
之
見
思
若
此
。（
帝
每
に
歎
き
て
曰
は

く
『
安
く
ん
ぞ
憂
國
奉
公
の
臣
祭
征
虜
の
如
き
者
を
得
ん
や
』。
遵
の

思
は
る
る
こ
と
此
の
若
し
）
」
な
ど
と
あ
る
。
祭
遵
は
、
隴
西
方
面
に

自
立
す
る
強
敵
隗
囂
に
対
陣
し
て
苦
戦
す
る
中
、
病
を
得
て
、
建
武
九

年
春
軍
中
に
卒
し
て
い
る
。
祭
遵
の
死
後
、
隗
囂
は
病
没
、
た
め
に
光

武
帝
は
勝
利
を
得
、
隗
囂
と
の
戦
い
の
功
臣
と
し
て
朝
廷
の
百
官
が

総
出
で
出
迎
え
る
壮
大
な
葬
儀
が
営
ま
れ
た
。 

な
お
、『
蒙
求
』
古
註
に
み
え
る
『
東
観
漢
記
』
は
、
後
漢
一
代
を

紀
伝
体
に
よ
っ
て
記
す
後
漢
の
官
撰
史
書
で
、『
史
記
』・『
漢
書
』
と

と
も
に
「
三
史
」
の
一
と
し
て
平
安
時
代
の
紀
伝
道
の
教
科
書
と
も
な

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
唐
代
以
後
は
『
後
漢
書
』
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ

散
逸
し
た
。
現
行
の
テ
キ
ス
ト
は
清
代
以
降
に
佚
文
を
集
め
た
輯
佚

書
で
あ
る
。
そ
の
輯
佚
中
に
、
「
祭
遵
為
征
虜
將
軍
」
、
「
祭
遵
奉
公
、

賞
賜
與
士
卒
、
家
無
私
財
、
身
衣
布
衣
韋
蔥
、
臥
布
被
終
身
。
夫
人
裳

不
加
綵
。
士
以
此
重
之
」
、「
祭
遵
死
後
、
每
至
朝
會
、
上
常
歎
曰
『
安

得
憂
國
奉
公
之
臣
如
祭
征
虜
者
』」
の
よ
う
に
、
上
記
に
抄
引
し
た
『
後

漢
書
』
祭
遵
伝
の
記
事
と
同
様
の
記
述
が
見
い
だ
さ
れ
る
。 

両
人
と
も
幼
学
「
四
部
の
読
書
」
の
一
つ
『
蒙
求
』
に
見
え
る
人
物

で
あ
る
か
ら
知
名
度
の
高
い
者
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
忠
実
で
人
望
あ

り
死
後
も
惜
し
ま
れ
た
将
軍
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

次
い
で
、｢

隴
山
雲
暗
～｣

句
の
表
現
技
巧
に
つ
い
て
、
岩
波
新
日
本

古
典
文
学
大
系
本
『
本
朝
文
粹
』「
解
説
」
の
「
七 

文
章
」
を
は
じ

め
と
し
た
大
曽
根
の
論
の
記
述
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
説
明
を
試
み

る
。 前

に
も
触
れ
た
よ
う
に
、｢

隴
山
雲
暗
～｣

の
句
は
、
軽
隔
句
の
対
、

対
句
の
原
則
は
、
相
対
す
る
各
語
が
互
い
に
同
一
の
品
詞
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

隴
山
（
実
字
・
名
詞
）
雲
（
実
字
・
名
詞
）
暗
（
虚
字
・
形
容
詞
）、 

李
將
軍
（
実
字
・
名
詞
）
之
（
助
字
）
在
家
、 

潁
水
（
実
字
・
名
詞
）
波
（
実
字
・
名
詞
）
閑
（
虚
字
・
形
容
詞
）、 

蔡
征
虜
（
実
字
・
名
詞
）
之
（
助
字
）
未
仕 

と
対
応
す
る
。「
在
家
」
と
「
未
仕
」
と
は
、「
在
（
虚
字
・
動
詞
）
家

（
実
字
・
名
詞
）」
、「
未
（
助
字
）
仕
（
虚
字
・
動
詞
）」
と
必
ず
し
も

同
一
の
品
詞
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
下
の

字
か
ら
上
の
字
へ
返
読
す
る
構
造
に
お
い
て
共
通
点
が
あ
る
と
見
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
相
対
す
る
語
は
、
同
じ
性
質
の
字
で
あ
り
、
同
一
範
疇
に

属
す
る
こ
と
が
基
本
的
に
要
求
さ
れ
る
。「
隴
山
」（
『
史
記
』「
李
將
軍

列
伝
」
に
「
李
廣
隴
西
成
紀
人
」
と
あ
っ
た
）
と
「
潁
水
」（
『
後
漢
書
』

祭
遵
伝
に
「
潁
川
潁
陽
人
也
」
と
あ
っ
た
）
は
地
名
で
「
山
」
と
「
水
」

は
自
然
の
景
、「
雲
」
と
「
波
」
は
自
然
現
象
、「
暗
」
と
「
閑
」
は
事
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物
の
状
態
、「
李
將
軍
」
と
「
蔡
征
虜
」（
『
後
漢
書
』
祭
遵
伝
に
「
拜

征
虜
將
軍
」、『
東
観
漢
記
』
祭
遵
伝
に
「
祭
遵
為
征
虜
將
軍
」
と
あ
っ

た
）
は
、
人
の
呼
称
で
あ
り
、「
將
軍
」
と
「
征
虜
」
は
將
軍
の
職
名

で
あ
る
（
こ
こ
は
典
故
に
基
づ
い
て
、
忠
実
で
人
望
が
あ
り
死
後
も
惜

し
ま
れ
た
名
将
軍
を
対
せ
し
め
て
あ
る
）。 

さ
ら
に
、「
李
將
軍
」
の
「
李
」
と
「
蔡
征
虜
」
の
「
蔡
」
は
、「
李
」

が
果
樹
の
ス
モ
モ
の
意
を
持
つ
字
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
蔡
」
は
小

さ
な
雑
草
の
意
を
持
つ
字
で
、
対
を
成
す
（
こ
れ
は
対
句
の
中
の
あ
る

部
分
が
さ
ら
に
別
の
対
偶
を
な
す
「
奇
対
」
）
。
「
李
將
軍
」
の
「
李
」

に
ス
モ
モ
の
意
を
見
い
だ
す
の
は
、『
史
記
』「
李
將
軍
列
伝
」
に
原
拠

が
あ
る
「
余
睹
李
將
軍
悛
悛
如
鄙
人
，
口
不
能
道
辭
。
～
諺
曰
『
桃
李

不
言
、
下
自
成
蹊
』
」（
『
蒙
求
』「
李
廣
成
蹊
」
の
古
註
に
も
こ
れ
に
相

当
す
る
文
は
見
い
だ
せ
た
）
の
影
響
が
あ
ろ
う
し
、
当
該
の
対
句
に
お

い
て
は
、「
祭
征
虜
」
で
は
な
く
て
「
蔡
征
虜
」
で
あ
る
こ
と
に
修
辞

上
の
意
味
が
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、｢

隴
山
雲
暗
～｣

の
軽
隔
句
の
対
は
、
典

拠
あ
る
詞
句
を
用
い
て
、
表
現
上
の
技
巧
を
凝
ら
し
た
秀
句
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
作
者
が
「
彼
の
典
雅
優
麗
な
詩
文
の

表
現
は
当
時
の
詩
人
た
ち
の
手
本
に
な
り
、
文
時
の
体
を
習
え
と
い

わ
れ
た
。〈
中
略
〉
彼
の
文
事
に
関
す
る
逸
話
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
程

で
、
そ
の
秀
句
は
朗
詠
の
嚆
矢
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」（
岩
波

新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
「
作
者
解
説
」
大
曽
根
章
介
執
筆
）
と
い
わ

れ
る
菅
原
文
時
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
句
が
、
疫
神
を
感
ぜ
し
め
た

秀
句
の
徳
を
語
る
伝
承
の
核
と
な
り
得
た
の
も
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。 

 

ま
と
め 

以
上
に
述
べ
来
た
っ
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

秀
句｢

隴
山
雲
暗
～｣

が
疫
神
を
感
ぜ
し
め
て
、
そ
の
作
者
菅
原
文

時
の
家
の
者
が
病
を
免
れ
た
と
い
う
伝
承
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
所
載

の
当
該
句
に
つ
い
て
の｢

江
注｣

に
見
え
る
も
の
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ

の
初
見
で
あ
り
、
そ
れ
が
源
流
と
な
っ
て
「
朗
詠
注
」
の
世
界
に
拡
が

り
、『
十
訓
抄
』・『
古
今
著
聞
集
』
と
い
っ
た
説
話
集
の
所
収
話
に
も

及
ん
で
い
る
。 

秀
句
に
疫
神
が
感
応
す
る
と
い
う
、
そ
の
説
話
成
立
の
そ
も
そ
も

の
発
想
は
、
「
毛
詩
序
」
の
「
感
鬼
神
、
莫
近
於
詩
」
に
源
を
発
し
、

『
古
今
和
歌
集
』
の
真
名
・
仮
名
両
序
に
、「
泣
鬼
神
～
莫
宜
於
和
哥
」・

「
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思
は
せ
」
と
取
り
入
れ
ら
れ
た
、

詩
歌
・
文
芸
が
「
鬼
神
」
を
感
ぜ
し
め
る
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
基
底

に
あ
る
。 

そ
し
て
そ
う
し
た
発
想
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
当
該
伝
承
が
、

説
話
と
し
て
の
説
得
力
を
持
つ
た
め
に
は
、｢

隴
山
雲
暗
～｣

の
句
が
、

秀
句
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

平
安
時
代
の
公
的
文
章
は
駢
儷
文
で
書
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
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た
が
、
駢
儷
文
に
お
い
て
は
、
四
字
及
び
六
字
の
句
を
中
心
に
し
て
文

章
が
構
成
さ
れ
、
音
律
の
調
和
が
と
れ
て
い
て
、
表
現
の
上
で
種
々
の

技
巧
が
凝
さ
れ
、
典
拠
あ
る
詞
句
を
頻
繁
に
用
い
、
華
美
流
麗
な
文
章

で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
前
後
の
文
辞
が
対
称
を
成
す
こ
と

に
よ
っ
て
醸
し
出
す
文
章
の
調
和
が
重
視
さ
れ
、
中
で
も
隔
句
対
が

そ
の
中
心
を
な
す
。 

｢

隴
山
雲
暗
～｣

の
句
は
、
隔
句
対
、
し
か
も
重
隔
句
（
上
六
字
下
四

字
の
句
）
と
と
も
に
、
種
々
の
隔
句
対
の
中
で
最
高
と
さ
れ
て
い
た
軽

隔
句
（
上
四
字
下
六
字
の
句
）
で
あ
る
。 

そ
し
て
そ
こ
に
は
、「
李
將
軍
」（
李
廣
）・「
蔡
征
虜
」（
祭
遵
）
と

い
っ
た
、
忠
実
で
人
望
が
あ
り
死
後
も
人
に
惜
し
ま
れ
た
と
い
う
著

名
な
名
将
軍
の
故
事
を
踏
ま
え
た
詞
句
が
用
い
ら
れ
、
対
偶
表
現
に

お
い
て
も
精
妙
な
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
。 

さ
ら
に
、
こ
の
秀
句
の
作
者
が
、「
彼
の
典
雅
優
麗
な
詩
文
の
表
現

は
当
時
の
詩
人
た
ち
の
手
本
に
な
り
、
文
時
の
体
を
習
え
と
い
わ
れ

た
。
彼
の
文
事
に
関
す
る
逸
話
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
程
で
、
そ
の
秀
句

は
朗
詠
の
嚆
矢
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
解
説
さ
れ
る
菅
原

文
時
（
菅
三
品
）
で
あ
る
こ
と
も
、
説
話
と
し
て
の
説
得
力
を
さ
ら
に

高
か
ら
し
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

｢

隴
山
雲
暗
～｣

の
句
は
、
疫
神
を
感
ぜ
し
め
た
秀
句
の
徳
を
語
る

伝
承
の
核
た
り
う
る
も
の
な
の
で
あ
る
。 

な
お
、
付
説
す
る
と
、
当
該
伝
承
は
、
江
戸
時
代
初
め
の
詩
話
で
あ

る
『
史
舘
茗
話
』（
林
梅
洞
・
林
鵞
峯
著
。
以
下
の
引
用
は
本
間
洋
一

編
『
史
舘
茗
話
』
新
典
社
・
平
成
九
年
所
収
の
版
本
の
影
印
に
よ
り
、

本
文
に
施
さ
れ
た
訓
点
は
省
き
、
版
本
に
施
さ
れ
た
訓
点
を
参
考
に

訓
読
し
た
）
に
次
の
よ
う
に
引
か
れ
る
。 

菅
文
時
、
代
清
愼
公
辭
左
大
將
表
曰
、
隴
山
雲
暗
、
李
將
軍
之
在

家
、
潁
水
浪
閑
、
祭
征
虜
之
未
仕
。
用
李
廣
祭
遵
之
事
。
遍
傳
都

下
、
到
處
無
不
説
之
、
見
者
無
不
感
之
。
一
タ
、
盜
數
輩
、
過
文

時
門
窺
之
、
問
閽
人
曰
、
主
人
爲
誰
。
答
曰
、
作
隴
山
雲
暗
之
詞

之
人
也
。
盜
聞
之
曰
、
此
是
當
時
之
奇
才
也
。
可
畏
可
畏
。
乃
走

而
去
。（
菅
の
文
時
、
清
愼
公
に
代
り
て
、
左
大
將
を
辭
す
る
表

に
曰
く
「
隴
山
雲
暗
し
、
李
將
軍
が
家
に
在
る
、
穎
水
浪
閑
な
り
、

祭
征
虜
が
未
だ
仕
へ
ず
」
と
。
李
廣
・
祭
遵
が
事
を
用
ふ
。
遍
く

都
下
に
傳
は
り
、
到
る
處
、
之
れ
を
説
か
ず
と
い
ふ
こ
と
無
く
、

見
る
者
の
、
之
れ
を
感
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
。
一
夕
、
盜
數
輩
、

文
時
が
門
に
過
り
て
、
之
れ
を
窺
ひ
、
閽
人
に
問
ひ
て
曰
く
「
主

人
を
ば
誰
と
か
為
す
」
と
。
答
へ
て
曰
く
「
隴
山
雲
暗
の
詞
を
作

る
の
人
な
り
」
と
。
盜
之
れ
を
聞
き
て
曰
く
「
此
は
是
れ
當
時
の

奇
才
な
り
。
畏
る
べ
し
畏
る
べ
し
」
と
、
乃
ち
走
り
て
去
る
。
） 

こ
こ
で
も
、｢

隴
山
雲
暗
～｣

の
句
は
評
価
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、「
子

は
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」（
『
論
語
』「
述
而
」）
で
あ
ろ
う
か
、
退
散
し

た
の
は
疫
神
で
は
な
く
盗
賊
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
も
と

の
伝
承
を
支
え
て
い
た
、
秀
句
は
「
鬼
」
や
「
神
」
を
も
感
応
せ
し
め
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る
の
だ
と
い
う
発
想
は
、
も
は
や
受
け
入
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。 

 

（
ふ
く
し
ま
・
ひ
さ
し 

本
学
教
授
） 


